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オルチョ・アサクラオイル・アックアサンタ野生のオレガノ・古代小麦パスタ・シチリア産塩漬ケッパー・・・オルチョ通信バックナンバーは↑よりどうぞ                                        

いつもオルチョサンニータ他アサクラの商品のご愛用、お引き立ていただきまして本当にありがとうございます！ 

今年もオリーブ収穫の季節がめぐり、朝倉はイタリアの地で収穫作業を行っております。自然栽培６年めのアサクラ農

園は自然の力を存分に発揮しイタリアから随時届く便りにスタッフ一同、自然と人のつながりに深く感謝していました。 

今号はイタリアにいるアサクラに代わりスタッフ林が通信の構成をまとめます！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手
作
り
品
を
愛
で
る 

『
手
作
り
品
』
は
つ
く
り
手
の
人
柄
が
で
ま
す
。
そ
れ
は
料

理
で
あ
っ
た
り
、
衣
類
や
小
物
で
あ
っ
た
り
様
々
で
す
。 

ワ
イ
ン
も
飲
む
と
作
り
手
の
人
柄
が
顕
著
に
で
る
も
の
の

一
つ
で
す
。
北
イ
タ
リ
ア
・
ピ
エ
モ
ン
テ
州
は
赤
ワ
イ
ン
の

産
地
で
す
が
、
特
に
ワ
イ
ン
は
産
地
と
い
う
名
で
隠
れ
て
し

ま
う
作
り
手
で
す
。
私
は
産
地
よ
り
、
誰
が
ど
ん
な
風
に
作

っ
た
も
の
か
？ 

が
重
要
と
い
つ
も
思
い
ま
す
。 

ロ
レ
ン
ツ
ォ
さ
ん
は
本
業
は
地
質
学
者
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ

ー
ク
の
監
修
な
ど
で
多
忙
な
方
で
す
が
代
々
ワ
イ
ン
醸
造
も

手
が
け
て
お
り
今
も
息
子
さ
ん
と
共
に
畑
を
維
持
し
ワ
イ
ン

を
造
っ
て
い
ま
す
。
驚
く
の
が
畑
の
管
理
方
法
で
す
。
肥
料

は
与
え
な
い
。
そ
し
て
一
本
の
木
か
ら
通
常
６
～
７
房
と
る

と
こ
ろ
を
（
フ
ラ
ン
ス
式
の
棚
に
し
な
い
仕
立
て
方
）
彼
は

２
～
３
房
し
か
と
り
ま
せ
ん
。
潔
く
、
間
引
き
す
る
。
し
か

も
下
草
は
刈
ら
ず
自
然
栽
培
で
す
。（
ア
サ
ク
ラ
農
園
と
一

緒
、
と
い
う
よ
り
彼
の
指
導
を
受
け
て
お
り
ま
す
）
畑
の
中

に
は
五
十
年
以
上
全
く
機
械
を
使
わ
ず
手
作
業
の
み
で
管
理

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
土
は
ふ
っ
か
ふ

か
！ 

産
地
で
す
か
ら
、
周
り
の
畑
と
比
べ
る
と
ま
っ
た
く

違
う
景
色
が
ロ
レ
ン
ツ
ォ
さ
ん
の
畑
。
下
草
で
青
々
と
し
た

大
地
に
緑
の
ブ
ド
ウ
の
葉
が
ふ
さ
ふ
さ
！ 

周
り
は
白
い
石

灰
質
の
土
地
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
。
ブ
ド
ウ
畑
も
通

常
は
下
草
を
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
に
刈
り
込
む
の
が
普
通
で

す
。
ロ
レ
ン
ツ
ォ
さ
ん
の
ワ
イ
ン
を
飲
む
時
は
尐
な
く
と
も

開
封
後
一
時
間
は
そ
の
ま
ま
に
し
、
も
し
く
は
デ
カ
ン
タ
が

あ
る
と
き
は
デ
カ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
、
ゆ
っ
く
り
赤
ワ
イ

ン
を
目
覚
め
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
グ
ラ
ス
に
注
ぐ
時
も
緊

張
！ 

し
ず
か
に
、
ワ
イ
ン
が
び
っ
く
り
し
な
い
よ
う
に
ゆ

っ
く
り
。
空
気
に
触
れ
さ
せ
る
こ
と
を
意
識
し
て
注
ぐ
。
時

間
と
共
に
風
味
・
芳
香
が
変
化
す
る
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。 

と
て
も
や
さ
し
く
品
が
あ
り
、
し
か
も
知
的
。
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・

コ
リ
ー
ノ
の
ワ
イ
ン
を
日
本
で
飲
め
る
の
は
奇
跡
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

オルチョかんたんレシピ 

 

生のオリーブオイルに生の唐辛子をき

ざんだのをつけこんだだけ。 

レシピとはいえないほどシンプルなも

のですが、これをパスタや料理に直接

かけて食べます。 

 
 

   

Radiciのジャム 

10月号通信でお伝えしましたように、夏に新しい生産者との出会いがありました。そのサンドラとビッビアーノが

つくっている丁寧なジャムをいよいよ日本の皆様にお届けできるようになりました。入荷は12月を予定しておりま

す。５種類のジャムが入荷します。杏、オレンジ、ブルーベリー、栗、チョコ、いずれも負荷をかけずに丁寧につく

った絶品です。ぜひお味見ください。（写真は左からブルーベリースプレッド、あんずのコンフィチュール、オレンジムース） 

【重要】オルチョサンニータ・瓶につきまして 

オルチョの瓶・キャップ部分の空回りの対応策として

プラスティックキャップに一年前より移行しました

が、異物混入防止のため非常に固くなっており開けに

くい、そして構造上オイルが流れる量、特に寒くなる

と流れ落ちてこないという欠陥が、一年を通してみて

よくわかりました。これにつきまして生産者ジョバン

ナさんの瓶在庫がなくなるまでこれを使用し終了次第

以前の瓶・キャップに戻していくことにしました。レ

ギュラー、大瓶サイズ共に徐々に流通が始まりました。

また空回りが発生するかもしれませんがどうぞ根気よ

くお付き合いいただきますようお願い申し上げます。 

●入荷するジャム類（仮称）／括弧内は原材料 

○オレンジムース（オレンジ、きび糖、レモン果汁）○あんずのコンフィチュール（あんず、きび糖、レモン果汁） 

○ブルーベリースプレッド（ブルーベリー、ブドウ果汁、レモン果汁）○栗とオレンジ（乾燥栗、オレンジ、きび糖、

ラム酒）○栗とチョコのラム風味（乾燥栗、きび糖、カカオ、くるみ、松の実、ラム酒） 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←オリーブをコンテナに集めているところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ʟψϜϖАϑϊВΕΎͥγΦΎɨψϜϖА ᷿̐ Ωɩʟ 

 

夏に生えた一

面のアキレア

（ヤロー）はき

れいに刈り取

られた中、収穫

開始です。６年

めの収穫で

す！ 

 

←たわわについた実。 

したたれる枝は無肥料のため華奢です

が、実がたくさん。 

また今夏の猛暑、尐雨の為、実は全体

に小粒です。 

↓収穫されたオリーブ！美しい！ 

 

 
網はかなり重たいのです。地面にしき、手摘み（手で

しごき落とす）します。 
 

天気に恵まれました。 
 

はしごに登り一枝毎とります。 

多くの人を介してアサクラオイルは完成します。オリーブフルーツをたくさん実らせてくれる大地、太陽、水という自然の恵み、そして

「人々」。ものづくりの大変さと楽しさと喜び、一連の流れに全てが盛り込まれています。アサクラ農園の大地の変化を含め味や風味以外の

何かも含めてお楽しみいただければと思います。アサクラオイルは12月中旬に日本に到着、兵庫県西宮市の倉庫にダイレクトに届きます。

ご予約された方々はどうぞお楽しみに！ 残念ながらご予約できなかったお客様には取扱店様を紹介させていただきます。そちらからご購

入頂きますようお願いいたします。 

 

左からジャンニ。絞り担当。まんなかが搾油したオイル担当ファブリッツォ。オリーブの運びから

機械の修理までするもうひとりのジャンニ。梱包してるのはガエタノ。アサクラオイル最終工程に

なくてはならない搾油所のメンバーです。今回の検品、箱詰めは朝倉自身で行っています！ 

果樹は通常、豊作の年の次は休眠、一年毎にとれたりとれなかったりします。表年や裏年なんて表現もしま

すが、肥料を入れず（これは節約の為でなく）下草は収穫直前一回だけ刈るようにしています。2006年から

豊作→休眠→豊作→休眠→豊作、と昨年迄はルール通りでしたが……。今夏来た時の下草がアキレア（ヤロ

ー）の白い色一色に染まった畑をみて息を飲みました。何かが変わったと思ったのです。 

 


